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大 

野 

由 

利 
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一 

 



 

東
京
都
の
二
十
三
区
を
除
く
い
わ
ゆ
る
多
摩
地
域
は
、
現
在
人
口
三
百
六
十
六
万
人
を
擁
し
、
こ
の
地
域
を
一 

 
 

つ
の
県
と
し
て
み
れ
ば
、
総
人
口
で
静
岡
県
に
匹
敵
し
、
人
口
密
度
で
も
東
京
、
大
阪
、
神
奈
川
に
次
ぐ
第
四
位 

 
 

 

で
あ
り
、
人
口
、
面
積
と
も
都
道
府
県
並
み
で
あ
る
。 

し
か
し
、
都
心
部
に
比
べ
て
交
通
網
の
整
備
が
大
き
く
遅
れ
て
お
り
、
多
摩
地
域
全
体
の
一
体
化
や
慢
性
的
な 

 
 

交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
っ
て
い
く
に
は
、
都
心
部
よ
り
放
射
状
に
形
成
さ
れ
て
き
た
鉄
道
や
道
路
を
結
ぶ
、
南
北 

 
 

方
向
の
公
共
交
通
網
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。 

ま
た
、
こ
の
地
域
に
は
都
心
部
と
比
較
し
て
多
く
の
緑
が
残
っ
て
お
り
、
大
学
や
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
施 

 
 

設
が
誘
致
さ
れ
、
今
後
、
一
大
文
化
都
市
と
し
て
の
発
展
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

 
以
上
の
観
点
か
ら
、
現
在
多
摩
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
事
業
に
関
し
て
、
次
の
事
項
に 
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三 

昨
年
の
十
二
月
、
東
京
都
は
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
事
業
の
次
期
整
備
路
線
に
つ
い
て
、
上
北
台
・
箱
根
ケ 

 
 

崎
間
を
事
業
化
す
べ
き
路
線
と
し
て
決
定
し
た
が
、
こ
の
路
線
が
通
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
武
蔵
村
山
市
は
、 

 
 

鉄
道
が
ま
っ
た
く
通
っ
て
い
な
い
と
い
う
全
国
で
も
珍
し
い
市
で
あ
り
、
多
摩
地
域
で
も
特
に
モ
ノ
レ
ー
ル
整 

 
 

備
へ
の
住
民
の
要
望
が
強
い
地
域
で
も
あ
る
。 

一 

多
摩
地
域
の
今
後
の
発
展
の
た
め
に
は
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
事
業
の
成
功
が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
が
、 

 
 

政
府
と
し
て
こ
の
事
業
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。 

つ
い
て
質
問
す
る
。 

二 

現
在
着
工
中
で
あ
る
上
北
台
・
多
摩
セ
ン
タ
ー
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
度
の
開
通
を
目
指
し
て
い
る 

 
 

 

が
、
当
初
の
予
定
よ
り
若
干
工
事
が
遅
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
遅
れ
て
い
る
理
由
と
今
後
の
見
通
し
に
つ 

 
 

い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

よ
っ
て
、
早
期
に
事
業
化
決
定
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

四 

 



 

 

五 

四 
ま
た
、
東
京
都
は
多
摩
セ
ン
タ
ー
・
町
田
間
及
び
多
摩
セ
ン
タ
ー
・
八
王
子
間
を
、
事
業
化
に
向
け
て
導
入 

 
 

 

空
間
の
確
保
に
着
手
す
べ
き
路
線
と
し
て
決
定
し
、
そ
の
他
の
構
想
路
線
も
発
表
し
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
こ
れ
ら
の
路
線
に
つ
い
て
、
推
進
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


